
①並行する国道７号や国道３４５号の
交通量が減少

②沿線地域や道路利用者も効果を実感

【開通１ヶ月後】日本海東北自動車道

あつみ温泉IC～鶴岡JCTが
開通して

事業期間 ： 平成９年度～平成２３年度
延 長 ： ２５．８ｋｍ
幅 員 ： １２．０ｍ（暫定２車）

日本海東北自動車道 あつみ温泉ＩＣ～鶴岡ＪＣＴ

L=25.8km
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（平成２４年 ３月２４日開通）

■並行する国道７号や国道３４５号の交通量が減少

～沿線地域や道路利用者も効果を実感～

日本海東北自動車道の交通状況

新潟方面を望む

写真撮影方向交通量観測地点

開通前
国道7号 ：8,800台／日
国道345号：3,200台／日
高 速：－ 台／日

開通１ヶ月後
国道7号 ：5,100台／日
国道345号：3,000台／日
高 速：5,900台／日

■生活利便性・安心感の向上
・酒田、鶴岡方面に通勤する人たちにとって、本当に便利な道路です。
・庄内方面への救急搬送時間が確実に短縮される上、 由良坂を通る
必要がなくなり、安心感が増しました。 （町内会ヒアリング結果より）

■物流の効率化
・原材料の搬入時間短縮や搬入時刻の精度向上につながりました。
・国道７号の交通量が減少して、安全に輸送できるようになりました。

（沿線地域の物流事業者ヒアリング結果より）

■観光の活性化
・庄内（特に酒田）のお客様が多く来られ、昼食や立寄り入浴の利用
が目立っていると感じます。 （あつみ観光協会ヒアリング結果より）



国道７号の迂回路が無いため、山形～新潟の沿岸交通が遮断

・国道７号の一部区間が、越波により約１０時間半にわたり全面通行止め 〔平成２４年４月４日（水）〕
・温海地区以北では、日本海東北自動車道が代替路として機能を発揮
・山形～新潟県境部は、迂回路がなく交通が遮断

■商品の確実な輸送を支援
・４月４日は、通常より搬入が遅れましたが、
日本海東北自動車道経由で無事に商品が
届きました。

（沿線地域の物流事業者ヒアリング結果より）

■災害時の安心感向上
・災害等によって集落が孤立する心配がなく
なりました。

（町内会代表者ヒアリング結果より）

③

日本海東北自動車道（温海～鶴岡） L=25.8km

（H24.3.24供用）

L=11.8km

府屋～山形県境
５：４５～１０：００
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345 44

冬季通行止め区間
H23.12.1～H24.4.末（予定）

土砂崩れのため通行止め
H24.3.31～

鶴岡市早田～ 鶴岡市五十川地内

３：４０～１４：１５

至 新潟

７

山形・新潟県境は
迂回路がなく、
交通が遮断

至 鶴岡市街地

温海地区

②

五十川地区

国道７号 越波状況（早田地内）

②

国道７号 越波状況（小岩川地内）

③
約４kmの

渋滞が発生

県境付近での渋滞発生状況

①

日本海東北自動車道が
温海～五十川地区の

代替路として機能を発揮

①
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